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「過敏性腸症候群」とは、おなかの痛みや不快感
を伴う下痢や便秘を繰り返すにもかかわらず、腸
の検査をしてもがんや腸炎などの病気がみつから
ないものをいいます。機能性便通異常といって、
腸の動きがうまくコントロールされなくなること
により、便通異常が起きてしまいます。

便痛異常の種類によって、下痢型、便秘型、ま
た、便秘と下痢を繰り返す混合型などのタイプに
分けられます。10 代〜 40 代の人に多く、男性
よりも女性に多いといわれますが、最近では小
さな子どもや高齢者にも増加する傾向がみられて
います。主要な文明国の人口の約 10 〜 20％が、
この過敏性腸症候群であるといわれており、頻度
の高い病気です。

とはいっても、がんなどのように、命にかかわ
る病気ではないので不安になる必要はありませ
ん。しかし、生活の質を低下させてしまうという
点で問題になります。

通勤や通学途中、または大事な会議や試験の前
などの、とても緊張したりする場面で、急におな
かが痛くなったり、はってきたり、ゴロゴロする
といった不快感におそわれ、トイレに駆け込む
……そういう経験がある人は少なくないと思いま
す。こういった症状が頻繁に、しかも長期間にわ
たり続くような場合は、過敏性腸症候群が疑われ
ます。

発症のメカニズムはいまだに明らかでないことが
多いのですが、ストレスや不安が腸の運動障害を引
き起こすことが大きな原因だといわれています。

腸は、脳と神経によりつながっていて、脳はス
トレスを感じると、腸に信号を送り、腸の動きに
影響を与えます。文字通り、過敏性腸症候群の人
は、この脳からの信号に、腸が過敏に反応してし
まいます。腸の動きが過剰になったり、逆に動き
が悪くなったりして、さらに、腸の知覚過敏など
が加わると、おなかの痛みや不快感をともなった
便通異常が起きてくるのです。また、こうして起
こった腹痛や便通異常により、さらにストレスが
増大し、悪循環になります。

便秘や下痢で、つらい経験を繰り返しているの
に、自分はそういう体質だから、と思い込み、我
慢してしまっている人は意外に多いものです。過
敏性腸症候群であることがわかれば、治療によっ
て、症状が緩和されるケースが数多くあり、これ
まであきらめていた快食・快便といった生活リズ
ムを取り戻すことができるかもしれません。

まずは、医療機関を受診し、正確な診断を受け
ることが重要です。ぜひ一度、専門医に相談して
みてください。
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